
共通部門 平成13年度試験研究主要成果

６．有機質肥料の窒素無機化傾向（情報）

［要約］

果樹の基肥として施用された有機配合肥料および蒸製骨粉の窒素無機化割合は、

圃場の地温および原料の種類などにより異なり、分解の遅い原料を含む有機配合肥

料は、翌年の４月以降にも肥効がある。

研究室 0869-55-0532研究室名 連絡先化学

［背景・ねらい］

モモ栽培の基肥には、養分の貯蔵と翌年の生育への肥効を期待して、有機配合肥料を使

用している。しかし、秋季に施用した有機配合肥料由来の無機化パターンは明らかになっ

ていない。そこで、10月あるいは11月に施用した有機配合肥料の窒素無機化割合を、ポリ

エチレンバッグ法を用いて調査する。

［成果の内容・特徴］

１．秋季に施用した有機質肥料の窒素無機化割合は、施用後１、２か月間は多いが、地温

が低下する１～３月には無機化がみられなくなり、地温が上昇する４月以降に再び多く

なった（図１、２ 。）

２．施用時期が10月から１か月遅れると、施用後２か月間の窒素無機化割合は減少する傾

向がみられるが、翌年４月以降の窒素無機化割合に変化はなかった（図１ 。）

３．蒸製骨粉は、施用後１、２か月の窒素無機化割合が高いが、翌年の４月以降の無機化

割合はごく少なかった（図１ 。）

４．有機配合肥料Ａは、肉かす粉25％、骨粉25％、肉かす粒20％、皮粉11％なたね油かす

10％、硫酸加里９％を含み、分解の遅い肉かす粒、皮粉を多く含んでいた。そのため、

施用した翌年の４月以降における窒素無機化割合が高く、４～７月に施用量の２、３割

が無機化した。

以上の結果、秋季に施用された有機質肥料からの窒素無機化割合は、施用後１、２か月

間が多い。翌年４月以降の窒素無機化割合は、配合された有機質原料の種類によって異な

り、蒸製骨粉はごく少ないが、有機配合肥料Ａは、施用窒素量の２割以上ある。

［成果の活用面・留意点］

１．窒素が遅効きするモモ園では、有機配合肥料を速効性肥料に換えたり、施用量を減ら

すなどの対策が必要である。

２．有機配合肥料には、骨粉、魚粉および皮かす粉を主原料とし、翌年の無機化窒素量が少な

い種類もあるので、土壌肥沃度に応じた肥料を選択する。

３．窒素の無機化割合は、地温、土壌水分、施用時期などにより変化する。



［ ］具体的データ

図１ 供試した有機肥料の窒素無機化割合の推移
注）それぞれ10月、11月に裸地圃場に混和（深さ約５cm）し、

ポリエチレンバッグ法で毎月の窒素無機化割合を測定した。
窒素施肥量30kg/10a。

図２ 降水量及び清耕管理圃場の深さ10cmにおける地温
［その他］
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　　　表　供試した有機肥料の内容
有機肥料名 原料（含有量の多い順） 窒素（％） 水溶性窒素（％） 形状

蒸製骨粉 蒸製骨粉 ４．０ 0 粗粒状

有機配合肥料Ａ 肉粕、骨粉、皮粉、なたね油かす ７．８ 0 粉状

　　　注）窒素成分濃度は現物当たり
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